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沼田町化石館だよりは毎月第４木曜日発行。次回 3月 23日発行予定。

沼田町化石館だより
2023 年 2月 133 号
この化石館だよりのカラー版は、化石館の
ホームページと、沼田町教育委員会のブロ
グからご覧いただけます。

「ぬまた学」に参加
　２月１日（水）、沼田小学校の４年生が自らの郷土について学ぶ「ぬ

また学」の授業にて、化石館の学芸員２名が出前授業を行いました。

　化石のはなしでは、「化石館の世界一」をテーマに、沼田町化石館が

世界に誇るネズミイルカ科化石やタカハシホタテのコレクションを紹

介しました。話の途中には、子どものヌマタネズミイルカの頭骨（第

３標本）のレプリカや本物のタカハシホタテ化石にふれて、化石の大

きさや重さを体感してもらいました。

　歴史のはなしでは、「沼田ってどんな場所？なにがあるの？」という

問いを軸に、沼田町で生まれ育った生粋の「ぬまたっ子」である松井

学芸員が、先史時代から今日に至るまでの人々の歴史を解説しました。

町内から見つかった手のひらサイズの石器をさわったり、かつて採掘

されていた大きな石炭を見ることで、教科書の中のものが身近にある

ことを実感してもらいました。

その他、入植後の歴史を、沼田町の資源である「米」や「雪」、

そしてかつて町の興隆を支えた「石炭」や「鉄道」など様々なキー

ワードとからめてわかりやすく説明しました。

　沼田町化石館では、地域の文化的資源の価値をひろく町民の

方々に知っていただくために、『沼田町化石館だより』の発行や

イベント時の出張展示、出前授業などに取り組んでおります。

「知る」体験をとおして身近なものに対してより一層理解が深ま

り、新たに知った知識をもとにこれまでとは違った視点から町

の魅力に気付くことができるでしょう。

▲ 授業に登場したレプリカと化石

◀ 化石のはなしをする学芸員

▲ 町で見つかった石器と石炭

◀ 沼田町の歴史をする学芸員

化石体験館の令和５年度の営業は
4月 29日（土・祝）から。
15 周年のイベントを準備中。お楽しみに！



　　　　　　　　　沼田町化石体験館では、来館者の方々に少しでも

　　　　　　　沼田町産の化石や古生物に興味をもってもらうために、

学芸員の研究が反映された展示の制作や、実物の化石標本にふれるこ

とのできる「さわれる展示」視の導入を行ってきました。令和４年度

には、常設展示に用いる標本やその展示方法を再検討し、館内の照明

や音響を整備するなど大規模な展示変えを行いました。沼田町の一大

行事である夜高あんどん祭りの開催期間には、タカハシホタテや鯨類

のかたちのあんどんを制作し展示を行いました。その結果、来館者の

方々の館内の滞在時間が増えたり、展示物の前でグループ内で対話す

る様子がうかがえ、「化石あんどん」はリピーターの獲得にもつながり

ました。

化石体験館オープンにむけて着々と準備中！号外

　展示変えによりこのような成果を得られ、現在、令和５年度の化石

体験館の開館に向けて更なる展示改修を行っています。具体的には、

首長竜や鯨類をはじめとした化石体験館に展示している化石の９割は

かつて海で生きていた生き物であるため、「海の中」をメインテーマに

海を連想させる館内演出に取り組んでいます。改修にくわえ、長年の

展示で劣化した標本の補修作業も行っています。化石体験館に展示中

の標本はイベントで館外で展示されることもあり、補修によってより

きれいな状態で町の化石をアピールできるため、非常に重要な作業で

す。

　化石体験館は今年で開館１５周年をむかえます。「沼田町化石館だよ

り」をとおして化石館の取り組みを掲載しますので、ご注目ください。

◀ 令和４年度の化石体
験館の様子。前年まで
と比較して、標本数を
減少させることで、そ
れぞれの展示物への視
覚的な誘導を意識した。
また、展示解説パネル
の文字数やサイズを見
直し、より理解しやす
い容易な内容へと変更
させた。

▶ 期間限定で展示した
「化石あんどん」。化石
館の名前が入ったタカ
ハシホタテあんどんは
実際に手に取って記念
撮影できるようにした。

◀ 令和５年度の化石体
験館オープンにむけた
展示制作の様子。沼田
町化石館では、展示パ
ネル以外にも、館内の
展示台などは学芸員が
制作している。
館内に統一感を持たせ
るために、展示に使用
するアイテムは木を基
調としている。


